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明
代
中
国
の
疑
獄
事
件
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藍
玉
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獄
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連
座
の
人
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定
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三
〇
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〇
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価
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税
別
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体
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バ
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明
代
中
国
の
疑
獄
事
件

　
　
　
│
│
藍
玉
の
獄
と
連
座
の
人
々

　
中
央
大
学
教
授
　
川
越
泰
博 

著

確
か
に
、
こ
れ
ら
五
つ
の
疑
獄
事
件
は
、
洪
武
帝
の
皇
帝
権

強
化
の
た
め
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
連
環
性
を

有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
…
…
皇
帝
権
強
化
策
に

つ
な
が
る
諸
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
洪
武

時
代
の
疑
獄
事
件
は
、
檀
上
氏
の
よ
う
に
統
一
的
に
捉
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
洪
武
二
五
年
（
一
三
九
二
）
四
月
に
お
け

る
皇
太
子
標
の
死
、
同
年
九
月
に
お
け
る
皇
太
孫
の
決
定
を
う

け
て
発
動
さ
れ
た
藍
玉
の
獄
に
お
い
て
は
、「
生
き
残
っ
て
い

る
功
臣
・
官
僚
達
」
に
弾
圧
を
加
え
る
と
い
う
側
面
が
強
く
、

前
四
者
の
よ
う
な
改
革
・
政
策
の
実
施
と
い
う
側
面
は
全
く
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
疑
問
が
抱
か
れ
る
。
…
…

皇
太
子
標
の
急
死
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
同
年
九
月
に
お

け
る
皇
太
孫
の
決
定
は
、
洪
武
帝
自
身
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
事
態
で
あ
っ
た
。
か
か
る
緊
急
事
態
の
発
生
を
、
一
つ
の
導

火
線
と
し
て
、
年
少
の
皇
太
孫
の
近
い
将
来
の
登
極
を
見
据
え

て
、
そ
の
地
位
を
安
泰
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
洪
武
帝
は
藍
玉

の
獄
を
発
動
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
以
前
の
疑
獄

事
件
と
同
じ
よ
う
に
、「
生
き
残
っ
て
い
る
功
臣
・
官
僚
達
」
に

対
す
る
弾
圧
に
止
ま
ら
ず
、
か
か
る
弾
圧
を
通
し
て
、
洪
武
帝

が
、
何
か
の
改
革
を
目
論
み
、
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う

隠
さ
れ
た
目
的
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
探
る
こ

と
が
、
本
書
に
お
け
る
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。（「
序
語
」
よ
り
）
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序
語

第
一
章
　
涼
国
公
藍
玉
と
そ
の
死

　
一
　
藍
玉
の
獄
に
至
る
時
代
状
況
　

　
二
　
藍
玉
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

　
三
　
藍
玉
誅
殺
の
月
日

第
二
章
　『
逆
臣
録
』
と
『
藍
玉
党
供
状
』

　
一
　
藍
玉
党
と
『
逆
臣
録
』

　
二
　『
逆
臣
録
』
と
『
藍
玉
党
供
状
』

第
三
章  

藍
玉
の
獄
と
詩
人
王
行

　
一
　
王
行
に
関
す
る
伝
記
史
料

　
二
　
王
行
の
履
歴

　
三
　
王
行
と
藍
玉
の
獄

第
四
章  

沈
萬
三
一
族
の
藍
玉
の
獄
　
　

　
一
　
陳
高
華
氏
論
文
簡
介

　
二
　
沈
萬
三
一
族
と
藍
玉
の
獄

　
三
　
再
び
陳
高
華
氏
論
文
に
つ
い
て

第
五
章  

藍
玉
の
獄
と
モ
ン
ゴ
ル
人
│
│
乃
児
不
花
と
そ
の
周
辺

　
一
　
達
官
乃
児
十
花
と
は
？

　
二
　
乃
児
不
花
と
い
う
人
物

　
三
　
乃
児
不
花
誅
殺
の
背
景

　
四
　
乃
児
不
花
告
発
の
波
紋

第
六
章  

藍
玉
の
獄
に
連
座
し
た
火
者
た
ち

　
一
　
火
者
の
連
座
事
例

　
二
　
火
者
の
来
由

　
三
　
火
者
と
宦
官
の
間

　
四
　
火
者
と
功
臣
家
の
家
政

第
七
章  

刀
鋸
の
彼
方
に

　
一
　
還
郷
政
策
の
行
方

　
二
　
文
臣
の
連
座

　
三
　
武
臣
・
衛
所
官
の
連
座

　
四
　
衛
所
官
の
配
置
転
換

　
五
　
刀
鋸
の
由
来

　
後
記

　
付
　『
逆
臣
録
』
所
載
藍
玉
党
人
名
一
覧 

／
索
引
　

●
明
代
初
期
に
洪
武
帝
が
発
動
し
た
疑
獄
事
件
を
取
り
上
げ
、
そ
の
背
景
や
政
治
的
意
図
を
詳
細
に
検

討
。
著
名
な
事
件
の
知
ら
れ
ざ
る
内
実
に
迫
り
、
歴
史
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
好
著
。


